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淺 原 雅 浩
月 僧 秀 弥
本 谷 匠
甲 斐 和 浩?? ?
福井CST養成 ・支援事業の一環 として,坂 井市小学校教育研究会理科部会主催事業 「わ くわく理科ラ
ン ド」に大学院生と学部3年 生が参画 し,現職教員 との協働により坂井市の児童4～6年 生約270人が参
加 した体験型科学実験を分担 した。理科実験教室の企画講師経験がない学部3年 生(初 級CST養成プロ
グラム受講者)が 講師を務めるにあた り,大学院生(中 級CST養成プログラム受講者)と 現職教員(上
級CST)がその企画を支援 した。 ここでは,学部3年生が実験企画講師を担当した事業を通 じ,地域と連
携 した小学校理科支援の可能性を探った。
キー ワー ド:サ イエ ンス ・コ ミュニケーシ ョン,
小学校,大 学生






































ングになる。この取 り組みを通 して,高 校生の学習の動
機付けに貢献 した り,大学生にとっても実験で見 られた
現象に対する知識の再構築や効果的なプ レゼンテーショ















サイエンス ・ティーチャー(以 ドCSTと略)養 成 ・支援
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ク トでは上級CST(現職教員)が ア ドバイザーとな り,
中級CST養成プログラム受講者(大 学院生)が 初級CST














ア ドバイスとサポー トを行 う。CST事務局は対外的な機
関との連絡 ・調整を行 う。このように接続関係で支援 ・




























の講師が10コー スを開設 し実施 した。年々参加児童数も








































者(大 学院生)の 役割を次のように整理 した。
1)初級CST養成プログラム受講者(学 部3年 生)の
活動に対 してのサポー トとファシリテー ト
2)CST事務局や上級CST(現職教員)と 初級CST養









ラム受講者(大 学院生)が 準備段階か ら関わることでサ
ポーター としての役割を果た し,さ らに初級CST養成プ
ログラム受講者(学 部3年 生)とCST事務局 ・上級CST
(現職教員)の 仲介役 としても機能 していた。
準備の各段階で中級CST養成プログラム受講者(大 学





ラム受講者(学 部3年 生)が 行った。これまで実験企画
段 階 課 題 支援やア ドバイス
1実 験の提案 ・実験 テー マ ・実験の調べ方




2予 備実験 ・上 手 くい か な ・実験方法
い実験がある ・物品の購入場所,購
・予算と物品の 入方法
購入について ・今 後 の ス ケ ジ ュ ール







5実 験教室 ・安全確認 ・安全確認
・実験内容 ・実験の見やすさ










験テーマの中か ら絞 り込み,実 際に実演する2テーマを
決定した。絞 り込みに当たっては,実験に関する書籍や,
ホームページなどを参考に考えた。この結果,実 施が決








を伝え,更 に 「実験の調べ方」について支援 した。
「実験 目的の設定」では,初 級CST養成プログラム受
講者(学 部3年 生)に 対 して子どもにどんなことを学ん
だ り感 じた りしてもらいたいのかをはっきりさせてか ら
実験を選択するよう伝えた。これは初級CST養成プログ















予備実験 はそれぞれのチー ムに分かれて行 った。予備
実験 を通 じて実験 に必要 な物 晶の確認 も行 った。
「低 温の科学 」チー ムは,液 体窒 素(左 巻,1996)や
過冷却の実験(前 野,平 松,1999)の行い方や行 う順番
を参考 に し,上 級CST(現職教員)と 相 談 しなが ら予備
実験 を進 めた。液体窒素 を自分た ちで使い実験 を行 うの
が初 めてだ ったた め,液 体窒素 を使 う場合の安全指導 も
同時 に上級CST(現職教員)が 行 った。
「洗濯 の りの科 学」チー ムは,資 料(左 巻,1993:淺
原,石 田 ら,2014)を参考 に して実際 にスライ ムとスー
パー ボール を試作 した。 この過程で実際 に作製 し,作 り











(学部3年 生)に 確認するかたちで支援 した。
4.3リ ハーサル
4.3.1初級CST養成 プログラム受講者の取 り組み
リハーサル は当 日と同 じ流れ になるよ うに,そ れぞれ
のチー ムが相 手チームを参加 児童 と想定 し,中 級CST養
成プ ログラム受講者(大 学院生),上級CST(現職教員),
お よびCST事務局の担 当者 らで ある参観者 の前で行った。
「低温 の科学 」チームは,過 冷却 と液体 窒素の実験,「洗















前 日準備 は初級CST養成プ ログラム受講者(学 部3年
生)の みで行い,運 搬す る物 品の確認 と整理,当 日の ス
ケ ジュールの確認 を行 った。
4.5実 験教 室
4.5.1「洗濯の りの実験」の流れ
今回の事業で は,児 童が入れ替わ り45分の教室 を2回
行 った。最初の予定で は,下記 の①か ら③か らなる同 じ
内容 を2回 行 う予定で あった。 しか し実際 に実施 した と
ころ,1回 目で は時 間が長 引き,① と② しかで きなか っ
たた め,2回 目は① に続 き,③ の 内容 を行 った。
①本 日の活動 内容 を知 る(10分)
本 日の活動で スライ ムを作製す ることを子 どもた ちに
伝 えた。また,こ れまで にスライ ムを作製 した経験が あ
るか,ど ん な場所で作製 したか を子 どもた ちとコ ミュニ
ケー シ ョンを取 りなが ら探 ることで,参 加 してい る子 ど
もた ちの様子 を見取 っていた。
②ス ライ ムを作製す る(35分)
子 どもた ちに水,洗 濯の り(PVA),絵の具を配布 し,
それ らをプ ラスチ ックカ ップ に入 れ混ぜ させ た。初 級
CST養成 プ ログラム受講者(学 部3年 生)が ホ ウ砂 を加
えてい きスライ ムを作製 した。
③ スライ ムをスーパー ボール にす る(35分)
スライムの作製後,「このスライムに何 を加 えた らスー
パー ボール になるのだ ろ う」 と子 どもた ちに質 問 し,そ
れぞれの考 えを発表 した。子 どもた ちの発表後,食 塩 を
加 えることでスーパー ボール になることを伝 え,別 の容
器でスーパーボール を作製 した。作製後は 自分のスーパー
ボール に触れ,そ の手触 りや感触 を体感 した。
4.3.2中級CST養成 プログラム受講者のア ドバイス
「低温 の科学 」 チーム に対 しては,「 実験 の流れ」 と
「安全管理 」の2点 につ いて支援 した。 「実験の流れ」で
は,液 体窒素の実験 を どの よ うな順番で行 うべ きなのか,
最初 に設定 した実験 目的 と照 らし合わせて,も う一度練








































の りの科学」チームを支援 した。活動の進行,児 童との




ム受講者(学 部3年 生)と 共有 した。
上級CST(現職教員)は 「低温の科学」チームを支援
した。液体窒素を使用することか ら,特に安全面を中心












参加児童の感想 を図5に 示す。今回,実 験直後 にその
場で アンケー トを行 うことがで きなか ったた め,後 目一
部の参加児童 に対 して アンケー トを行 った。
「洗濯の りの科 学」 と 「低温 の実験 」の2種 類 の実験
があ り,そ の中でもそれぞれ 「スライム」,「スーパーボー
ル」,「過冷却」,「液体窒素」の4つ の 内容 に分かれてい
るが,参 加児童の感想 は 「実験 に対す る驚 き」,「実験の
楽 しさや喜び」,「実験 内容の理解」の3つ に分類す るこ
とがで きた。
今回選んだテーマの実験 について驚いた り,楽 しんだ
りしてい る様子か ら,今 回企画 した実験 内容が対象 とす
る児童 に合 っていた ことが分か る。
「実験 内容 の理解 」 につ いて 「洗濯 の りの科学 」で は
洗濯の りや ホウ砂 など,使 った薬 品に触れ る内容での記
述が見 られた。一方 「低温の実験」で は実験 内容の理解
に関す る記述が見 られ なか った。低温の実験で も内容の
理解 に関わ る説 明は行われていたが,今 回,児 童か らは
その感想 は得 られ なか った。
4.6省察
教室終r後,講 師を担当 した初級CST養成プログラム
受講者(学 部3年 生)に対するアンケー ト調査を行った。
アンケー ト調査の結果を図6に 示す。今回はサンプル数











淺原 雅浩,月 僧 秀弥,本 谷 匠,甲 斐 和浩,西 沢 徹
①洗濯のりの科学
○実馬剣こ対す る驚 き
・ス ーパ ー ボ ール で は洗 濯 の り,水,ホ ウ砂 な ど を使 って 作 っ
たか らす ごい と思 った。 家で作 ってみ た い。
・スー パー ボー ルが ス ライム か らで きる と知 りび っ く りした。
・ス ライ ム に食塩 水 を加 え るだ けで で きる と知 りび っ く りした 。
○実験 の楽 しさや喜 び
・ス ライ ム を作 るのが楽 しか ったの で良か った。2名
・ス ー パー ボ ール は はね は しなか った け ど,さ わ り ごこち が 良
か った 。
・ス ー パー ボ ール は 作れ な か った け ど,ス ライム が 作れ た の で
うれ しか った。
・スー パー ボー ル は初 めて作 ったの で とて も楽 しか った。
・ス ー パー ボ ール を作れ て ,そ して 少 しだ けど はね た ので 嬉 し
か った 。
○実験 内容 の理 解
・ス ーパ ー ボ ール が 洗濯 の り,水,ホ ウ砂 で 作 る と初 めて 知 っ
た 。
・スー パー ボー ル はス ライム か らで きて い るこ とが分か った。
・ス ー パー ボ ール が ス ライ ム か ら作 れ る こ とを知 らなか った の
で,知 れ て 良か った 。
・身 近な もの で スー パー ボー ルが 作れ ると い うこ とが分 か った 。
・塩水 を入 れ てスー パー ボー ル にな るなん て知 らなか った 。




楽しかった 楽 しか った
あまり楽しく
なかった
全 く楽 し く
な か った
1 5 0 0
2参 加 して楽 しか った こ と
・児童の反応を見ることができたこと2名
・児童に説明する経験ができたこと1名
















・氷 に もい ろい ろなす ごい こ とが あるの だ と思 った。
・冷た い世界 で は,窒 素 に葉 っぱを いれ た らぱ りぱ りです ごか っ
た 。
○実験 の楽 しさや喜 び
・す ぐに こお った りす る とこ ろが見 えて楽 しか った。
・普段 体験 で きなか った ことな ので楽 しか った。
・知 らな い ことが い っぱ いあ って とて もわ くわ く した。 とて も






























講者(学 部3年 生)が 悩んだ各場面で中級CST養成プロ





て,上 級生が ド級生を支援する今回のシステムは機能 し
ていたように感 じる。また講師を務めた初級CST養成プ



















で きていた と思われ る。
6.おわ りに
これまで実験教室などでの講師を務めたことがない初
級CST養成プログラム受講者(学 部3年 生)が,企 画や
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